
クラス名

前期 - 後期 １　単位 1年合計単位 １　単位

前期 １　単位 後期 １　単位 ２年合計単位 ２　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回 Keynote　プレゼン作成　PowerPointに書き出し　動画作成

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト

〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 ITコミュニケーション S2E

1年単位

２年単位

担当講師

目的及び概要

到達目標

iPadのアプリの基本操作を学習して、活用方法を学びます。

iPadでプレゼン資料が作成できる
Googleドキュメントとスプレッドシートの基本操作を身につける

田中　みゆき

企業研修や大学での授業経験をもとに、企業のニーズに応えられ
るよう指導を行います。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書

＜授業計画＞ 前　期

なし

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1 Googleドキュメント Googleドキュメント基本操作　文書の編集

2

3

Googleドキュメント Googleドキュメント　画像の挿入 チラシ作成

Googleドキュメント　作表Googleドキュメント

4

5

Canva　基本操作 テンプレートを活用しよう

Canva　図形の追加、調整

Canva

Canva

6

7

Canva　チラシ作成（課題）

Canva　チラシ作成（課題）

Canva

Canva

8

9

Keynote　アニメーション、トランジションの設定Keynote

Keynote Keynote　Canva連携

10

11

Keynote

Keynote

Keynote　プレゼン作成（課題）

Keynote　プレゼン作成（課題）

12

13

Keynote

Googleスプレッドシート Googleスプレッドシート　文字の入力　編集　オートフィル　

14

15

Googleスプレッドシート Googleスプレッドシート　作表

Googleスプレッドシート Googleスプレッドシート　グラフ作成（課題）

初回持ち物 iPad、筆記用具

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 - 後期 １　単位 1年合計単位 １　単位

前期 １　単位 後期 １　単位 ２年合計単位 ２　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 ITコミュニケーション S2E

1年単位

２年単位

担当講師

田中　みゆき

企業研修や大学での授業経験をもとに、企業のニーズに応えられ
るよう指導を行います。

目的及び概要 iPadのアプリの基本操作を学習して、活用方法を学びます。

到達目標
Canvaテンプレートを利用してグラフィックを作成できる
目的を明確化したプレゼンを作成することができる

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1 Canva Canva　テンプレートを活用しよう

2 Canva Canva　バナー作成に活用できる機能

3 Canva Canva　バナー作成に活用できる機能

4 Canva Canva　 QRコードの作成、様々な形式でダウンロード

5 Canva Canva　インスタ紙芝居の作成（課題）

6 Canva Canva　インスタ紙芝居の作成（課題）

7 Canva Canva　インスタ紙芝居の作成（課題）

8 Keynote プレゼンテーションの流れについて

9 Keynote Keynote　目的を明確化したプレゼン作成

10 Keynote Keynote　目的を明確化したプレゼン作成

11 Keynote Keynote　PowerPointに書き出し　動画作成（課題）

12 情報セキュリティと情報モラル

13 期末試験対策 筆記試験対策

14 期末試験 筆記試験

情報セキュリティの3要素、ネチケット、著作権

15 テスト返却 期末試験の解説

初回持ち物 iPad、筆記用具

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

点数249～200点

点数199～150点

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点



クラス名

前期 １　単位 後期 １　単位 1年合計単位 ２　単位

前期 １　単位 後期 １　単位 1年合計単位 ２　単位

実務経験 -

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト

〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 イベントプロモーション S2E

1年単位

２年単位

担当講師

担任

-

目的及び概要
学校生活や学校行事を通して、人間関係を形成し学校での集団行動やチームワークなどを深め
る。
協力してよりよい学校生活を築こうとする自主的、実践的な態度をこの授業育てる。

到達目標
就職活動、社会人としての理解を深める
(S2A：金6限／S2C：木1限／S2D：火1限／S2E：木4限／S2F：水1限)

3 　FUSについてアンケート(どのようなショーにしたいか)

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 前　期

クラスコミュニケーション

FUSに向けて
4 　FUSについて内容

5 　スポーツ大会(実行委員決め/競技候補)

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1 　クラス目標/個人目標/リーダー・サブ決め/SAM選出

2

6 　競技について話し合い

7 　競技について話し合い

8 　クラスコミュニケーション

スポーツ大会

9 　クラスコミュニケーション

10 　学園祭について(出し物候補)

11 　学園祭について(役割決め/作成物)学園祭

12 　学園祭について(役割決め/作成物)

クラスコミュニケーション

実技試験

13 期末試験について 　夏休みの過ごし方/期末試験について/夏季休業中の登校について

14 行事準備 　学園祭/スポーツ大会

点数199～150点

15 アンケート／振り返り 　学校生活アンケート/前期振り返り

初回持ち物 　iPad

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

　マシュマロチャレンジ

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点



クラス名

前期 １　単位 後期 １　単位 1年合計単位 ２　単位

前期 １　単位 後期 １　単位 1年合計単位 ２　単位

実務経験 -

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト

〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 イベントプロモーション S2E

1年単位

２年単位

担当講師

担任

-

目的及び概要
学校生活や学校行事を通して、人間関係を形成し学校での集団行動やチームワークなどを深め
る。
協力してよりよい学校生活を築こうとする自主的、実践的な態度をこの授業育てる。

到達目標 就職活動、社会人としての理解を深める

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1 後期目標／リーダー・サブ決め／FUSについて動画視聴

2 FUSについて

目標・FUS

FUS

3 企画書作成　／　概要詳細決め

4 ルール説明

5 概要説明

学園祭

学園祭

学園祭／スポーツ大会

6 出場競技決め

7 ルール説明

8 演出について

スポーツ大会

スポーツ大会

FUS

9 各クラステーマ・コンセプト決めFUS

10 個人コンセプトシート作成・提出

11 ウォーキングレッスン

12 ウォーキングレッスン

FUS

FUS

FUS

13 FUS ウォーキングレッスン

14 FUS ウォーキングレッスン

15 アンケート 学園生活アンケート

初回持ち物 　iPad、筆記用具

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

点数249～200点

点数199～150点

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点



クラス名

前期 １　単位 後期 １　単位 1年合計単位 ２　単位

前期 １　単位 後期 - ２年合計単位 1　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 生理学 S2E

1年単位

２年単位

担当講師

吉田　里子

理系大学で有機化学専攻後、化粧品会社・エステサロンの
実務経験を経てエステサロン・化粧品会社設立

目的及び概要 各臓器を知り、体の中の仕組みを知ること

到達目標 お客様に体の構造の説明をできるようになることと、センター試験に合格すること

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 解剖生理学

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1 心身生理学 Chapter13　脳の構造

2 Chapter14 ホメオスタシス

3 Chapter15 免疫

4 Chapter16 ストレス

5 Chapter17 心と肥満

6 Chapter18 スキンタッチの効果

7 心身生理学まとめ センター試験問題集

8 心身生理問題 センター試験問題集

9 運動生理学 Chapter5　運動の必要性

10 運動生理学 Chapter6　筋肉・呼吸器・運動の復習

11 運動生理学 Chapter7～９　運動のプログラムと実際

12 Cheapter９ Chapter7～９　運動のプログラムと実際

13 運動生理学まとめ センター試験問題集

14 テスト テスト

15 返却 復習とまとめ

初回持ち物 心身生理学の教科書、iPad

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 - 後期 - 1年合計単位 -

前期 - 後期 １　単位 ２年合計単位 1　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 化粧品学 S2E

1年単位

２年単位

担当講師

吉田　里子

理系大学で有機化学専攻後、化粧品会社・エステサロンの
実務経験を経てエステサロン・化粧品会社設立

目的及び概要 化粧品の構成成分についての知識を深めて、説明できるようになる。

到達目標 お客様に肌の知識に加え、合う化粧品の説明をできるようになること。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 化粧品学

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1 化粧品学とは 化粧品の成分について

2 法律とルール 化粧品の法律（薬機法について）

3 基礎化粧品の品質 品質と特性

4 基礎化粧品の分類 基礎化粧品の役割

5 洗浄化粧品 クレンジング・洗顔の商品

6 整肌化粧品 化粧水・乳液・クリームの商品

7 活性化化粧品 美容液などの賦活化粧品

8 メイクアップ料 役割と分類

9 ベースメイク ファンデーションなどの商品

10 ポイントメイク料 アイメイク用品

11 問題集 センター問題集

12 問題集 センター問題集

13 テスト対策 テスト対策

14 テスト 期末テスト

15 返却 解説

初回持ち物 教科書（化粧品学５番）

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 １　単位 後期 １　単位 1年合計単位 ２　単位

前期 １　単位 後期 - ２年合計単位 １　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

マッサージについて・コンサルシートの記入方法
（見本を照らし合わせながら確認）

コンサル作成～完成

センター対策

口頭試問についての説明・本番ペアの口頭試問カンペ作成

センター技術力確認試験対策（シート記入・口頭試問）

センター技術力確認試験対策（シート記入・口頭試問）カンペ作成完了

理論の期末試験出題範囲・本番のスケジュール説明

シラバス（授業内容）

科目名 エステティック実技理論 S2E

1年単位

２年単位

担当講師

　田村　舞

実技で行うための基礎知識を習得させ、エステサロンでの経験を
もとにフェイシャルのカウンセリング力を高めるよう指導する

目的及び概要
技術を学ぶために必要な知識、禁忌事項、マナーを学んだ後、機器や使用化粧品の知識を深めま
す。お客様に安心して効果的な技術を提供するために、カウンセリングやホームケアアドバイスな
ど、実際のサロンでお客様に接した時に、対応できるスキルを学びます。

到達目標

センター技術力確認試験フェイシャル合格に向けて、実技の授業と連動し、
肌に触れることへの基礎を学んでいきます。
【フェイシャル実技理論】フェイシャル実技を行う上での基礎知識の習得
【カウンセリング】お客様とのコミュニケーションをはかり接客することができるようになる。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 フェイシャル実技理論/皮膚科学/化粧品学/栄養学

＜授業計画＞ 前　期

５ イオン導入・パター

６

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1 検定について/肌タイプ 検定について・肌タイプ

２ 肌チェックの仕方・ニキビについて

３ 酵素・ハンド洗顔・スクラブ

４ 吸引・エレクトロクレンジング

７

肌チェック/ニキビ

ディープクレンジング

ディープクレンジング

フェイシャル機器

８

肌に合わせた
トリートメントプランが

できるようになる

９

１０

１１

１２

１３

１４ 期末試験 期末試験

１５ 答案返却 答案返却

初回持ち物 筆記用具、実技ファイル、教科書(⑤フェイシャル実技理論)、iPad

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

課題・プレゼンテーション（提出物）・授業参加意欲

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 - 後期 - 1年合計単位 -

前期 - 後期 １　単位 ２年合計単位 1　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 サロンマネジメント＆法規 S2E

1年単位

２年単位

担当講師

吉田　里子

理系大学で有機化学専攻後、化粧品会社・エステサロンの
実務経験を経てエステサロン・化粧品会社設立

目的及び概要 会社の経営と接客方針に対して学び、法律を理解すること

到達目標 社会の常識と法律を学ぶことで、接客業で生かせるようにすることと、検定も合格すること

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 サロンマネジメント＆法規

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1 サロンの経営とは 業界の役割

2 やりがいのある仕事とは 美容の業務・内容

3 サロン業務 クレーム対応とサービス業

4 能力評価 経営者と雇用される側

5 業界の成長 業界の発展・問題集

6 法律関連の話 関連法規とは何か

7 施術に関する法律 施術・化粧品・食品に関する法律

8 契約と民法 消費者基本法・契約法

9 特定商取引とは 特定商取引とは

10 分割払いとクレジット 分割について・支払方法・キャッシュレス

11 個人情報保護法 会社の守るべきもの＆個人のSNS運用

12 自主基準とは 国家資格でない法律の基準について

13 問題集 テスト対策

14 テスト 期末テスト

15 返却 解説とまとめ

初回持ち物 サロンマネジメント＆法規の教科書

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 - 後期 - 1年合計単位 -

前期 - 後期 １　単位 ２年合計単位 1　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 電気・機器学＆美容脱毛学 S2E

1年単位

２年単位

担当講師

吉田　里子

理系大学で有機化学専攻後、化粧品会社・エステサロンの
実務経験を経てエステサロン・化粧品会社設立

目的及び概要 電気に関して理解することで、美容機械に対する知識を深める。

到達目標 機械の使用の原理を理解し、検定試験の問題を習得すること

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 電気学と脱毛学

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1 電気学とは 電気機器学とは

2 エステティック機器 施術用機器

3 電気の原理 電気の基礎知識

4 身体と電気の関係 エステ利用の電気について

5 問題集 センター試験の問題

6 脱毛学について 脱毛の歴史

7 脱毛学概論 脱毛法の分類

8 毛髪概論 毛とホルモン

9 病気と脱毛 血液感染など

10 衛生管理 衛生管理・滅菌・消毒

11 カウンセリング カウンセリングの盲点と要点

12 ワックス脱毛 施術方法の分類

13 問題集 センター試験の問題

14 テスト 期末テスト

15 返却 解説

初回持ち物 電気機器学の教科書

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 - 後期 - 1年合計単位 -

前期 - 後期 １　単位 ２年合計単位 １　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 3級ブライダルコーディネーター検定対策 S2E

1年単位

２年単位

担当講師

担当講師

ゲストハウスやホテルでの勤務の中でサービスやマーケティング
など、　婚礼を主にウエディングプランナーの業務に携わる。
その経験からウエディングに必要な基礎知識の指導が出来る。

目的及び概要
１年時から学んできたブライダル業界の歴史や基礎知識をもとに、結婚式の企画や衣装、ヘアメイ
ク、演出、　　料理・飲物に至るあらゆる知識の理解を確認する目的の授業です。3級ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ検定資格取得を　目標としています。

到達目標 3級ブライダルコーディネーター検定の全員合格を目指します。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 ブライダルコーディネーターテキスト　スタンダード（日本ブライダル文化振興協会）

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1 オリエンテーション 試験概要について/力試しの小テスト

2 2014年度・2015年度 過去テスト問題～検定の対策と範囲の予習

3 2016年度・2017年度 過去テスト問題～検定の対策と範囲の予習

4 2018年度・2019年度 過去テスト問題～検定の対策と範囲の予習

5 2018年度・2019年度 過去テスト問題～検定の対策と範囲の予習

6 2020年度・2021年度 過去テスト問題～検定の対策と範囲の予習

7 2020年度・2021年度 過去テスト問題～検定の対策と範囲の予習

8 2022年度・2023年度 過去テスト問題～検定の対策と範囲の予習

9 2022年度・2023年度 過去テスト問題～検定の対策と範囲の予習

10 模擬テスト 本番を想定したテスト・解説

初回持ち物 　ブライダルコーディネーターテキスト　スタンダード　/　筆記用具　/　クリアファイル

模擬テスト

模擬テスト

11

12

模擬テスト

13

14

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

成績評価方法

成績評価　　基準（右記合計点）

15

平常点

筆記試験

実技試験

課題・プレゼンテーション（提出物）

・出席率

定期試験

・授業参加意欲

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

本番を想定したテスト・解説

期末テスト・解説

本番を想定したテスト・解説

本番を想定したテスト・解説

本番を想定したテスト・解説

期末試験

模擬テスト

定期試験



クラス名

前期 - 後期 - 1年合計単位 -

前期 - 後期 １　単位 ２年合計単位 1　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 エステ資格取得対策 S2E

1年単位

２年単位

担当講師

石毛　彩花

理論や実技で学んだ内容を振り返り、サロンで必要となる知
識も含めながら、検定合格を目指す。

目的及び概要

この授業の目的はセンター筆記試験「合格」を目的とした授業です。認定エステティシャンの資格を
取得する事で自身が活躍できる幅を広げることができます。エステティシャンとして技術だけではなく
基礎知識を持っていることも条件となります。
【進め方】定められた範囲の自習(15分)/20問程度のミニ模試(20分)/解説(15分)

到達目標
AEA認定エステティシャンセンター筆記試験合格

筆記試験本番2027年2月19日(金)
※試験の日程に合わせて授業の変動有り　　放課後に補講を行います。合格点は８０点

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 エステティシャンセンター試験　筆記試験例題集

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1

勉強と小テスト

エステティック概論、心身生理学　範囲全て

2 皮膚科学 範囲全て

3 解剖生理学範囲全て

4 70問確認模試① 皮膚科学、解剖生理学　全範囲

5

勉強と小テスト

栄養学　範囲全て

6 関連法規、救急法、衛生消毒

7 化粧品学、電気・機器学

8 運動生理学・カウセリング・マネジメント

9 フェイシャル実技理論・ボディ実技理論・ワックス脱毛

10 100模擬試験 全範囲

11 １００問模試※期末試験 全範囲

12 100模擬試験(放課後補講) 全範囲　※合格点取れるまで帰れません

13
模擬試験（放課後補講）　 全範囲　※合格点取れるまで帰れません

14

15 検定本番　 センター筆記試験本番

初回持ち物 筆記用具、例題集、エステティック概論・心身生理学教科書

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 １　単位 後期 １　単位 1年合計単位 ２　単位

前期 １　単位 後期 １　単位 ２年合計単位 ２　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

ブライダル業界研究 ブライダルで働くといくこと・企業から求められる人物像

コーディネーター業務 セールスと施行／担当制と分担制

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

筆記用具・ブライダルコーディネーターテキスト・iPad

14

15

期末テスト 期末テスト（筆記試験）

振り返り テスト返却／授業の振り返り

12

13 料理 結婚式の料理／飲物／ウェディングケーキ

会場コーディネート 会場コーディネートの考え方／テーブルコーディネート

10

11

花の管理・出回り時期 花の管理／季節花・周年花／装花の手配

ブライダルの空間デザイン コーディネートの考え方／イメージ

8

9

披露宴 披露宴の流れと意味を理解する

衣装選定 新郎新婦の洋装・和装の基礎知識

7

4

5

打合せ業務 成約～最終打合せまで

ブライダルマーケティング セールス・広告／ブライダルフェア

新規接客① 会場選定から成約までの流れ／ブライダルセールスの特徴

プレゼンテーション／アフターフォロー／成約業務新規接客②

2

3

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1
オリエンテーション

振り返り
オリエンテーション・１年次の振り返り

6

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書

＜授業計画＞ 前　期

ブライダルコーディネーターテキスト　スタンダード（日本ブライダル文化振興協会）

担当講師

目的及び概要

到達目標

遠藤　智緒里

フリーランス、ブライダル企業マネージャー、海外ウェディング営業と、長きに渡
りブライダルのトータルコーディネートを業とし、現在はブライダル企業のコンペ
ティションの審査員を務め、専門学校では「ブライダル概論」「ウェディングスタイ
リスト」の育成を担当する講師が、ブライダルの楽しさを伝えながら授業を行う。

ウエディングにとって、ご成約いただいたお客様と信頼関係を築きながら当日までのお打ち合わせ
を進めることは、責任を伴う重要な業務の一つです。成約～当日まで、スケジュールに基づいて、商
品ひとつひとつの知識と打ち合わせの進め方、手配方法を取得していく授業。

成約～当日～アフターフォローまでの一連の流れを理解する。打ち合わせスケジュールに基づいて
商品知識を身に着け、打ち合わせの進め方、手配方法を理解する。結婚式に伴う費用の流れを理
解する。

シラバス（授業内容）

科目名 ブライダル概論 S2E

1年単位

２年単位



クラス名

前期 １　単位 後期 １　単位 1年合計単位 ２　単位

前期 １　単位 後期 １　単位 ２年合計単位 ２　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 ブライダル概論 S2E

1年単位

２年単位

担当講師

担当講師

フリーランス、ブライダル企業マネージャー、海外ウェディング営業と、長きに渡
りブライダルのトータルコーディネートを業とし、現在はブライダル企業のコンペ
ティションの審査員を務め、専門学校では「ブライダル概論」「ウェディングスタイ
リスト」の育成を担当する講師が、ブライダルの楽しさを伝えながら授業を行う。

目的及び概要
ウエディングにとって、ご成約いただいたお客様と信頼関係を築きながら当日までのお打ち合わせ
を進めることは、責任を伴う重要な業務の一つです。成約～当日まで、スケジュールに基づいて、商
品ひとつひとつの知識と打ち合わせの進め方、手配方法を取得していく授業。

到達目標
成約～当日～アフターフォローまでの一連の流れを理解する。打ち合わせスケジュールに基づいて
商品知識を身に着け、打ち合わせの進め方、手配方法を理解する。結婚式に伴う費用の流れを理
解する。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 ブライダルコーディネーターテキスト　スタンダード（日本ブライダル文化振興協会）

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1 ブライダルにおける空間デザイン 　コーディネートの考え方　/　イメージ

2 料理 　結婚式の料理　/　飲物　/　ウエディングケーキ

3 ペーパーアイテム① 　招待状　/　席札　/　席次表　/　メニュー表

4 ペーパーアイテム② 　ペーパーアイテムの手配

5 披露宴の演出 　披露宴の演出プラン　/　演出手配

6 引出物・引菓子 　引出物・引菓子とは　/　地域の特色　/　引出物の手配

7 記録・記念アイテム 　記録写真　/　様々な記念アイテム　/　記録・記念アイテムの手配

8 ヘアメイク 　ヘアメイク　/　ネイルアート　/　手配について

9 当日業務① 　挙式・披露宴の進行表の作成

10 当日業務② 　当日のコーディネーター業務　/　当日のアテンド業務

11 当日業務③ 　テーブルセッティング　/　当日のサービス業務

12

13
プレゼンテーションの手法 　コンセプトシートの作成　/　プレゼンテーション

14 期末テスト 　期末テスト

15 振り返り 　テスト返却　/　解答・解説

初回持ち物 筆記用具・ブライダルコーディネーターテキスト・iPad

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 ２　単位 後期 ２　単位 1年合計単位 ４　単位

前期 3　単位 後期 ２　単位 ２年合計単位 5　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物 テキスト【JWSA③WEDDING PHOTO】・筆記用具・スマートフォン

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

４０－４２ 定期試験・JWSA認定試験 定期試験・JWSA WEDDING PHOTO認定試験

４３－４５ 振り返り 定期試験の振り返りと認定用写真発表

３４－３６ ロケーション撮影

３７－３９ 定期試験対策 定期試験・JWSA WEDDING PHOTO認定試験対策

チームごとに新婦の装い（ドレス・ヘアメイク）で
ウェディングフォトを撮影する

２８－３０ ロケーション撮影準備 チームごとに分かれロケーションフォトの企画と準備をする

３１－３３ ロケーション撮影

２２－２４ ロケーション撮影 ロケーション撮影・前撮り・フォトウェディングの撮影・実践

２５－２７ スナップ・ロケーション撮影実践 一眼レフカメラで撮ってみよう

１６－１８ スタジオ撮影 記念写真のポージングや集合写真の並び方と撮影上の注意点

１９－２１ スナップ撮影 結婚式の進行とスナップ写真の撮影テクニック

１０－１２ ウェディングフォトの商品 ウェディングフォトの商品ラインナップとその特徴

１３－１５ カメラの基礎知識
カメラの機能、カメラとスマホの違いと特徴を生かした撮影・実践

構図やアングルを学び状況に応じた効果的な撮影・実践

４－６ ウェディングフォトとは カメラと写真・ウェディングフォトの歴史と特徴

７－９ ウェディングスタイリスト[PHOTO] ウェディングカメラマンの接客・業務と必要なスキル

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－３ 自己紹介・結婚式とは オリエンテーション・自己紹介/結婚式の今

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 JWSA③WEDDING PHOTO

＜授業計画＞ 前　期

担当講師

内垣　和

ゲストハウスやホテルでの勤務の中でサービスやマーケティング
など、婚礼を主にウエディングプランナーの業務に携わる。その経
験からウエディングに必要な基礎知識の指導が出来る。

目的及び概要 ウェディングフォトの基礎知識を習得する。

到達目標
コンセプトにあわせたフォトウェディングの企画、提案ができる。
「WEDDING PHOTO AWARD」での入賞を目指す。

シラバス（授業内容）

科目名 ウエディングスタイリスト S2E

1年単位

２年単位



クラス名

前期 ２　単位 後期 ２　単位 1年合計単位 ４　単位

前期 3　単位 後期 ２　単位 ２年合計単位 5　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 ウエディングスタイリスト S2E

1年単位

２年単位

担当講師

担当講師

ゲストハウスやホテルでの勤務の中でサービスやマーケティング
など、婚礼を主にウエディングプランナーの業務に携わる。その経
験からウエディングに必要な基礎知識の指導が出来る。

目的及び概要
ブライダルの空間コーディネートの基礎知識を学ぶ。
また結婚式当日のフォトスペースの背景やブーケ・ブートニア・ヘアードの制作実践等を通して、効
果的な空間作りを学び、オリジナルウエディングを実践する力を養う。

到達目標
コンセプトに合わせた空間コーディネートが企画・提案できる。
衣装や会場に合わせたブーケ・ブートニアが提案・制作できる。
ウェディング　スペース　スタイリストの認定取得を目指す。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 JWSA③WEDDING PHOTO

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－２ ウエディングスペースとは 　オリエンテーション　/　ウエディングスペースとは

３－４ コーディネートの基礎知識 　基礎知識　/　ウエディングフラワー　/　カラーコーディネート

５－６ コーディネート 　テーマに合わせたコーディネートを実践

７－８ 会場コーディネートの効果 　会場セッティング　/　少人数ウエディングのコーディネート

９－10 コーディネートのバリエーション 　挙式会場　/　バンケット　/　ガーデンのコーディネート

１１－１２ テーマウエディング 　アンティークウエディング

１３－１４
制作 　テーマに合わせたブーケ・ブートニア・ヘアードを制作する

１５－１６

１７－１８

コンセプトウエディングの作り方 カウンセリング・コンセプトシートの作成１９－２０

２１－２２

２３－２４
プレゼンテーション コンセプトウエディングの作成・プレゼンテーション

２５－２６

２７－２８ 期末試験 　期末試験・WEDDING SPACE認定試験

２９－３０ 振り返り 　テスト返却　/　解答・解説

初回持ち物 　テキスト④　WEDDING SPACE　/　筆記用具

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

点数249～200点

点数199～150点

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点



クラス名

前期 - 後期 - 1年合計単位 -

前期 ２　単位 後期 3　単位 ２年合計単位 5　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

筆記用具・ブライダルコーディネーターテキスト・iPad

２７－２８

２９－３０

期末テスト 期末テスト（筆記試験）

振り返り テスト返却／授業の振り返り

BGM BGMとは／BGMの効果／BGMセレクト

２３－２４

２５－２６

１９－２０

２１－２２

披露宴オペレーヨン業務 披露宴のオペレーション業務・キャプテン・アテンド

進行表 進行表とは／進行表の作り方

司会 司会とは／司会原稿の注意点

１５－１６

１７－１８

１１－１２

１３－１４

挙式オペレーション業務 人前式のオペレーション業務・アテンド

ブライダルプロジェクトの企画書を作成するブライダルプロジェクト企画②

ブライダルプロジェクト企画③ ブライダルプロジェクトのプレゼンテーション

打合せ業務 カウンセリング・プランニング・プレゼンテーションの手法

７－８

９－10

ブライダルプロジェクト企画① ブライダルプロジェクトの企画をたてる

３－４

５－６

ブライダルイベント ブライダルフェア／ドレスショー／模擬挙式／模擬披露宴

ブライダルプロジェクトの進め方 セールスと施行／担当制と分担制

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－２ 結婚式の１日 新郎新婦の結婚式の１日とは

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書

＜授業計画＞ 前　期

ブライダルコーディネーターテキスト　スタンダード（日本ブライダル文化振興協会）

担当講師

目的及び概要

到達目標

遠藤　智緒里

フリーランス、ブライダル企業マネージャー、海外ウェディング営業と、長きに渡りブライダル
のトータルコーディネートを業とし、現在はブライダル企業のコンペティションの審査員を務
め、専門学校では「ブライダル概論」「ウェディングスタイリスト」の育成を担当する講師が、ブ
ライダルの楽しさを伝えながら授業を行う。

結婚式を作り上げるために必要な知識に加え、実践する力をつける授業。基本的な成約業務、その
後のプレゼンテーション業務、そして当日の流れに対するオペレーション業務などのスキルアップを
目指す。

１つの結婚式で何が行われているのか、どのような人が関わっているのかを理解し、様々なポジ
ションにおいて業務ができるよう、テクニックを身に着ける。

シラバス（授業内容）

科目名 ウエディングプロジェクト S2E

1年単位

２年単位



クラス名

前期 - 後期 - 1年合計単位 -

前期 ２　単位 後期 3　単位 ２年合計単位 5　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 ウエディングプロジェクト S2E

1年単位

２年単位

担当講師

担当講師

フリーランス、ブライダル企業マネージャー、海外ウェディング営業と、長きに渡りブライダル
のトータルコーディネートを業とし、現在はブライダル企業のコンペティションの審査員を務
め、専門学校では「ブライダル概論」「ウェディングスタイリスト」の育成を担当する講師が、ブ
ライダルの楽しさを伝えながら授業を行う。

目的及び概要
新郎新婦へ心のこもったカウンセリングを行い、真の気持ち引き出し、正しい情報を元にプランニン
グを施す。計画された業務において、自身の役割を理解し、行動する。リアルウエディングを通し
て、ブライダルに携わる醍醐味と、仕事に対する責任感と達成感を体験、体感する。

到達目標 結婚式を、新郎新婦が満足いく形で成功させる

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 ブライダルコーディネーターテキスト　スタンダード　/　JWSAテキスト①～③

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－３ 前期の振り返り 　前期の打合せ内容の振り返り　/　スケジュール確認

４－６ リハーサル・制作 　打合せロープレ　/　制作

７－９ 打合せ③ 　前回の打合せの確認　/　内容提案

１０－１２ 最終まとめ 　最終打合せに向けての準備　/　制作

１３－１５

１６－１８

打合せ④ 　最終打合せ・確認

制作
１９－２１

２２－２４

　ウエディングアイテムの制作・仕上げ　/　スケジュール作成

リハーサル 　本番を想定したリハーサル
２５－２７

２８－３０ フィードバック 　フィードバック　/　残務　/　片付け

３１－３３

３４－３６
写真セレクト 　撮影した写真のセレクト

３７－３９ データ制作 　セレクトした写真データ作成

４０－４２ 期末テスト 　レポート

４３－４５ リアルウエディングのまとめ 　フィードバック　/　新社会人に向けて

初回持ち物
　ブライダルコーディネーターテキスト　スタンダード　/　テキストWEDDING　FASHION・BEAUTY・PHOTO・
SPACE

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

点数249～200点

点数199～150点

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点



クラス名

前期 - 後期 ３　単位 1年合計単位 ３　単位

前期 ２　単位 後期 ２　単位 ２年合計単位 ４　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

２８－３０ 定期試験 テスト返却／解答・解説／振り返り

初回持ち物 テキスト・白手・筆記用具

２２－２４ カラードレスと新郎衣装のコーディネート カラードレスと新郎衣装のコーディネート／新郎衣装フィッティング

２５－２７ 新郎新婦衣装のトータルコーディネート ＷＤとＣＤ、新郎衣装のトータルコーディネート

１６－１８ ドレスのトータルコーディネート ＷＤとＣＤのバランス／トータルコーディネート

１９－２１ 新郎衣装 新郎衣装のアレンジとコーディネート

１０－１２ 体型別ドレスの選び方 体型別ドレスの選び方

１３－１５ ドレス小物のコーディネート ドレス小物の種類／ドレス小物のコーディネート

４－６ ドレスのイメージとディテール ドレスから受けるイメージ〜素材、色、デザイン

７－９ 会場別ドレスの選び方 会場別ドレスの選び方とコーディネート

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－３
ドレス打ち合わせの流れについ

て
オリエンテーション／基礎知識復習／ドレス打ち合わせの流れ

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書

＜授業計画＞ 前　期

JWSA WEDDING FASHON①

担当講師

目的及び概要

到達目標

福島 圭子

カラーコーディネータとしての感性を活かし、ドレスブランド「マシェリ」で500組以上の門出を
プロデュース。カウンセリングから式当日のトータルスタイリングまでを手がける傍ら、買い
付けや新人教育にも携わる。色彩理論に基づいた提案力と、現場での経験が強み。

挙式スタイルや会場の空間デザインに合わせ、小物まで含めたトータルコーディネートを具体的に
構成でき、自信を持ってプレゼンテーションできる。

単なる衣裳選びにとどまらず、お二人のバランスを考慮したトータルコーディネートの視点を養うこと
で、自信を持って「最良の一着」を提案できる、審美眼とスタイリング力を身につける。

シラバス（授業内容）

科目名 ドレススタイリング S2E

1年単位

２年単位



クラス名

前期 - 後期 ３　単位 1年合計単位 ３　単位

前期 ２　単位 後期 ２　単位 ２年合計単位 ４　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 ドレススタイリング S2E

1年単位

２年単位

担当講師

担当講師

カラーコーディネータとしての感性を活かし、ドレスブランド「マシェリ」で500組以上の門出を
プロデュース。カウンセリングから式当日のトータルスタイリングまでを手がける傍ら、買い
付けや新人教育にも携わる。色彩理論に基づいた提案力と、現場での経験が強み。

目的及び概要
カウンセリング～フィッティングまでのロールプレイングを中心に、衣裳案内を実践して習得する。ド
レススタイリストの結婚式当日の心構えを理解し、当日対応できるテクニックを身につける。

到達目標
リアルウェディングにて、衣装決定までの案内ができ、結婚式当日は衣装担当としてお客様に寄り
添いながらフィッティング、結婚式の進行に適した対応ができる。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－２ ドレススタイリストとは オリエンテーション／ドレススタイリスト業務、必要な心構えとスキル

３－４ ドレスフィッティング サイズの見方、ドレスフィッティング手順の確認と復習

５－６ メンズフォーマルフィッティング サイズの見方、メンズフォーマルフィッティング手順の確認と復習

７－８ トータルコーディネート① 衣装選びのポイント、イメージ別・会場別のトータルコーディネート

９－10 トータルコーディネートの実践① イメージと会場を設定してトータルコーディネート、プレゼンテーション

１１－１２ トータルコーディネート② 体型別のトータルコーディネート

１３－１４ トータルコーディネートの実践② 体型にあわせたトータルコーディネート、プレゼンテーション

１５－１６ トータルコーディネート③ カラードレスの選び方、コーディネート方法

１７－１８ トータルコーディネート④ メンズフォーマルの選び方、コーディネート方法、ネクタイの結び方

１９－２０ グループワーク① グループワークにてトータルコーディネートの提案書を作成

２１－２２ グループワーク②
前回作成した提案書をもとにコーディネートの実践プレゼンテー

ション、提案書の提出（小テスト）

２３－２４
ドレス・メンズフォーマルフィッ

ティング
実技試験に向けてフィッティング練習

２５－２６ ジュエリー ブライダルジュエリーについて

２７－２８ 定期試験 実技試験（ドレス・メンズフォーマルフィッティング）

２９－３０ 定期試験振り返り、フィードバック 実技試験の振り返り、フィードバック

初回持ち物 筆記用具、白手袋

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 - - ２　単位 1年合計単位 ２　単位

前期 ３　単位 後期 - ２年合計単位 ３　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物 筆記用具　ネームペン　和装小物

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

４０－４２ 卒業袴の着付け 着物～袴

４３－４５ 卒業袴の着付け 着物～袴

３４－３６ 花嫁衣裳の着付け 補正～帯結び

３７－３９ 花嫁衣裳の着付け トータル

２８－３０ 試験 振袖着付け試験

３１－３３ 花嫁衣裳の着付け 補正～着物

２２－２４ 振袖着付け④ 着物～帯結び（立矢系）

２５－２７ 振袖着付け⑤ 着物～帯結び（文庫系）

１６－１８ 振袖着付け② 着物～帯結び（お太鼓系）

１９－２１ 振袖着付け③ 着物～帯結び（お太鼓系）

１０－１２ 小テスト 訪問着の着付け試験

１３－１５ 振袖着付け① 補正～長襦袢

４－６ 訪問着着付け② 着物～帯結び

７－９ 訪問着着付け③ 着物～帯結び

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－３ 訪問着着付け① 着物～帯結び

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 前　期

担当講師

溝畠　奈緒美

和装の基礎知識や技術を習得するとともに、お客様への対
応や着物の選び方も指導していく。

目的及び概要 和装全般に興味をもつようにその仕組みや注意事項などを実践に即して授業を行う

到達目標 訪問着、振袖など着物の他装の仕組みを理解し実践できる

シラバス（授業内容）

科目名 和装着付け S2E

1年単位

２年単位



クラス名

前期 ４　単位 後期 ４　単位 1年合計単位 ８　単位

前期 4　単位 後期 - ２年合計単位 4　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

選択したディープクレンジング カウンセリング・ディープ・マッサージ手順チェック・パック

センター実技試験練習
試験モデルに合わせたコースで練習

Pクレ・クレ・カウ・ディープ・マッサージ・パック
コンサルシート・口頭試問

センター試験対策 模擬試験前練習・コンサル・口頭試問強化

シラバス（授業内容）

科目名 エステティック実習 S2E

1年単位

２年単位

担当講師

田村　舞

エステサロンでの経験からサロンでのニーズに即した対応力、マ
ナー等を伝え、フェイシャル技術を習得する。

目的及び概要

センター試験合格に向けて、ディープクレンジング、フェイシャル機器、マッサージ、パック、について
を学び、肌状態に合わせてフェイシャルコースの選択が出来るように知識、技術を身に付けていき
ます。
2年生前期の目標『人から真似される人になる』を心がけて行動していきましょう

到達目標
クレンジング、ディープクレンジング、フェイシャル機器、マッサージ、パックの知識や技術を習得し、
肌タイプ・お悩みに合わせたコース選択をし、センター試験の合格を目指していきます。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 前　期

Pクレ・クレンジング・酵素（デモ）・マッサージ練習

マッサージ

スクラブ

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－４ Pクレ・クレンジング・ハンド洗顔 Pクレデモ・Pクレ・クレンジング・Wコットン・HOTタオル拭き取り・ハンド洗顔

１７－２０ カウンセリング・パック Pクレ・クレンジング・カウンセリング・マッサージ・パック（デモ）

２１－２４

５－８ マッサージデモ＆練習・Pクレ・クレンジング・拭き取り

９－１２ Pクレ・クレンジング・スクラブ（デモ）・マッサージ練習

１３－１６ 酵素

４１－４４

４５－４８

２５－２８

２９－３２

３３－３６

３７－４０

４９－５２ 期末試験・模擬テスト（7/13）

５３－５６ フィードバック　調整練習

５７－６０ センター実技試験本番（7/31）

期末・模擬

フィードバック

検定試験本番

□筆記用具　□メモ帳　□ローブ　　□シーツ　　□タオル6枚(うち2本HOTタオル)□5色ペン　□鏡
□タイマー　□ビニール袋　□実技ファイル　□タオルハンカチ又はハンドタオル　□マスク
□キャミソールとくつ下　※着用してくること

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

初回持ち物

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 - 後期 - 1年合計単位 -

前期 - 後期 ２　単位 ２年合計単位 ２　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 ブライダルエステ S2E

1年単位

２年単位

担当講師

エステ講師

理論た実技で学んだ内容を振り返り、サロンで必要となる知識も
含めながら実際にサロン運営を行います。

目的及び概要

センター試験内容である機器学を勉強しながらもウエディングプロジェクトと連動し、１，２年で学ん
だエステティックの技術と知識を披露することが目的の授業です。ブライダル概論で深めた知識を実
践で施します。挙式までの期間に花嫁の悩みを技術を提供することで解決することを目標としてい
ます。

到達目標
カウンセリング力の向上・リアルウエディングの成功と満足感を高める。
※スケジュールにより内容の変更あり

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－２
ボディ

【機器】低周波

３－４ 【機器】超音波・バイブレーション

５－６ フェイシャル クレンジング・超音波・ピールオフパック

７－８ 肌トリートメント 背中orデコルテエステ【スクラブ・パック】

９－10

リアルウエディングエステ

ブライダルエステ練習
※お客様への施術

１１－１２

１３－１４

１５－１６ ブライダルエステお仕上げ

１７－１８

応用エステ

カッピング＆ホットストーン

１９－２０ イオン導入・石膏パック

２１－２２ 足湯・角質ケア・バンテージ

２３－２４ WAX脱毛

２５－２６ チョコレートパック

２７－２８ 期末テスト対策 期末テスト対策

２９－３０ 期末テスト 期末テスト

初回持ち物
ギャルソン・エステファイル・筆記用具・ハンカチ・メモ帳・ビニール袋・タイマー・シーツ・ローブ・フェイ
スタオル６枚※スケジュールによって内容の変動あり

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 ３　単位 後期 ４　単位 1年合計単位 ７　単位

前期 ４　単位 後期 ３　単位 ２年合計単位 ７　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 メイク＆ヘアアレンジメント実習 S2E

1年単位

２年単位

担当講師

浅岡　久美

ヘアメイクアップアーティストの立場から、ブライダルや撮影の経
験をふまえヘアアレンジとメイクアップを指導する。

目的及び概要

①メイク検定２級合格に向けたメイクテクニックを学びます。
②１年時習得した基礎となるヘアアレンジやメイクアップの技術力を向上させ、ウェディングの場面
で必要となるテクニックや知識を学びます。

到達目標
①メイク検定２級合格。
②お客様の要望にお応えできるヘアメイクの提案と、技術を身に付けることを目標とします。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 日本メイクアップ技術検定公式テキスト２，３級

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1－4 検定対策１ アイメイク（アイブロウ～マスカラ）、リップ

5－8 検定対策２ ベースメイク（下地～チーク、ハイライト、ローライト）

9－12 検定対策３ クレンジング～ベースメイク

13－16 検定対策４ トータル練習１

17－20 検定対策５ トータル練習２

21－24 検定対策６ タイムトライアル１

25－28 検定対策７ タイムトライアル２

29－32 検定対策８ タイムトライアル３

33－36 模擬テスト JMA２級検定試験練習

37－40 ２級検定日 JMA２級検定試験

41－44 夜会１ 基本のアップスタイル

45－48 夜会２ 基本のアップスタイル

49－52 期末テスト練習 夜会

53－56 期末テスト 夜会

57－60 テーマ別HM テーマを決めヘアメイク

初回持ち物 検定用メイク用品一式、テキスト、ベースメイクのみしてくる

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 ３　単位 後期 ４　単位 1年合計単位 ７　単位

前期 ４　単位 後期 ３　単位 ２年合計単位 ７　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 メイク＆ヘアアレンジメント実習 S2E

1年単位

２年単位

担当講師

浅岡　久美

ヘアメイクアップアーティストの立場から、ブライダルや撮影の経
験をふまえヘアアレンジとメイクアップを指導する。

目的及び概要

１年時習得した基礎となるヘアアレンジやメイクアップの技術力を向上させ、ウェディングの場面で
必要となるテクニックや知識を学びます。
ウェディングプロジェクトと連動し花嫁の希望に沿った髪型とメイクの提案ができることを目標として
います。半期ごとに実施するウェディングプロジェクトで技術のスキル向上を目指します。

到達目標 お客様の要望にお応えできるヘアメイクの提案と、技術を身に付けることを目標とします。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－３ 白塗り 和装ブライダル、アートメイク、ボディメイクなどの下地作り

４－６ 特殊メイク アザ、傷

７－９ ハロウィンメイク ハロウィンヘアメイク

１０－１２ 夜会１ 基本のアップスタイル

１３－１５ 夜会２ 基本のアップスタイル

１６－１８ リアルウエディングリハーサル練習 リアルウエディングリハーサルのための練習

１９－２１ リアルウエディングリハーサル リハーサル当日

２２－２４ リアルウエディング最終練習 リアルウエディングに向けて最終練習

２５－２７ 年代別メイク１ １９２０～１９９０年代のヘアメイクの変遷

２８－３０ 年代別メイク２ ２０００年代のメイクの特徴

３１－３３ 真似っこメイク アイドルなど有名人の真似っこヘアメイク

３４－３６ エイジングメイク シミ、しわなど、老けメイク

３７－３９ 期末テスト練習 ブライダル年代メイク

４０－４２ 期末テスト ブライダル年代メイク

４３－４５ FUSにむけて FUSのヘアメイク練習

初回持ち物 メイク道具一式、メイクはしてきてOK

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 - 後期 - 1年合計単位 -

前期 3　単位 後期 - ２年合計単位 ３　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 ブライダルネイル S2E

1年単位

２年単位

担当講師

吉橋 友菜　・　益子 結衣花

サロンワーク、講師経験ともに豊富な実務経験を持っている
講師がその経験を活かし、ネイルの基礎を伝えていく。

目的及び概要

ウェディングにはウェディングネイルの知識が必要です。その為、ジェル検定初級の知識を勉強していきま
す。
幅広い分野で活躍できるよう、爪と指先の知識をしっかり学び、必要なカウンセリング、チップ制作を行うこと
でお客様の要望に対応できる知識と技術を身につけます。目指し爪と指先の知識をしっかり取得していきま
す。

到達目標
ジェルネイル検定初級授業を行い検定取得を目指す。
パーティー・ウェディング用などの多彩なアートチップ制作が出来るようになる。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 JNAテクニカルシステム～ジェルネイル～

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－３ 初級要項確認 初級要項確認

４－６ 初級編 ジェルについて、筆記問題解説

７－９ カラーリング
初級試験対策

実技
ジェルの塗り方

１０－１２ ピーコック・オフ

１３－１５ 通し練習

１６－１８

１９－２１

初級試験対策
試験要項実技練習

60分タイムトライアル練習
プレパレーション～ポリッシュ塗布～

ジェル塗布～ピーコック

２２－２４

２５－２７

２８－３０

３１－３３

３４－３６ 期末試験 期末試験

３７－３９ 検定試験 検定試験

４０－４２

４３－４５
ウェディングネイルチップ作成 ドレスに似合うネイルデザインを考えチップ作成

初回持ち物
ジェル検定で使用するネイル道具一式（１年生で配布済みのネイル教材含む）
教科書・（ネイルノート・必要な方のみ）・iPad・筆記用具・・はさみ・油性サインペン(細い)　・セロハンテープ

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 1　単位 後期 - 1年合計単位 1　単位

前期 - 後期 ２　単位 ２年合計単位 2　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 カラーデコレート S2E

1年単位

２年単位

担当講師

岡永めぐみ

パーソナルカラーや色彩心理を使ったカウンセリング、色彩検定等、カラーに関
する資格を複数所有し、ブライダルの分野では新郎新婦のパーソナルカラー診
断や希望に応じたブーケや小物に至るものをデザイン、制作しトータルでカラー
コーディネートを担当しているため、より実践的な指導が出来る。

目的及び概要

ブライダルにおいて必要となるカラーの知識を講義だけでなく、ブーケや和装で使われる水引、会場装飾を実
際に作ることで、実践的な知識を身につけていきます。お花や水引の様々な色の中からどの色を選ぶかとい
う「配色」を重点的に学び、イメージに合った配色が出来ているかをそれぞれが作った作品を通してクラス全
員で共有しながら、ウエディングブーケや水引の技術も習得していきます。

到達目標
・なりたいイメージや体型、ドレスに合ったブーケを作る事が出来る
・ブライダルにおける水引の決まりを理解し、結び方をマスター出来ている
・色彩心理を理解し、その知識を生かしながらオーダー通りの作品を作ることが出来る

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－２ リボンワーク 様々なリボンの形を理解し、実際に作成する

３－４ 色彩心理を理解する 1年次に行った色彩心理の復習と２色の配色展開

５－６ 配色 アンダートーン配色・イメージ別配色１

７－８ 配色 イメージ別配色２

９－10 配色 シーン別の配色・配色ゲーム

１１－１２ 配色 自分の好きなイメージのブライダル配色提案/ボード作成

１３－１４ 配色 ボード作成/発表

１５－１６ ブライダルジュエリーの基本 ブライダルジュエリーの基本や注意点を知る

１７－１８ ブライダルジュエリーの実践
基本をもとに実際ジュエリーを身に着けコーディネートを皆でシェ

アする

１９－２０ 水引 水引の決まりを理解する

２１－２２ 水引 あわじ結び・梅結び

２３－２４ 個人制作／試験 作業手順の説明/試験

２５－２６ 個人制作 卒業制作

２７－２８ 個人制作 卒業制作

２９－３０ 個人制作　発表 発表と総括

初回持ち物 筆記用具、色彩活用パーソナルカラー検定3級の教科書・カラーカード・ハサミ・のり

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 - 後期 - 1年合計単位 -

前期 ２　単位 後期 - ２年合計単位 ２　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物
ライフケアカラー検定色彩学テキスト、新配色カード（199a）、のり、はさみ、
新配色カード199用演習用台紙、筆記用具

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

２７－２８ 期末試験 期末試験

２９－３０ 検定対策 期末試験　返却＆解説

２３－２４ 配色の応用 配色ルールを使った実習

２５－２６ 検定・期末試験対策 過去問題　/　問題集からの抜粋

１９－２０ 配色ルール③ グラデーション　/　ドミナント（カラー・トーン）

２１－２２ 配色ルール④ アクセントカラー・セパレーションカラー

１５－１６ 光と色 色はなぜ見えるのか　/　光と色

１７－１８ 色名 系統色名　/　慣用色名

１１－１２ 配色ルール① 色相を基準にした配色

１３－１４ 配色ルール② トーンを基準にした配色

７－８ 色のイメージと効果 色とトーンのイメージを使った実習

９－10 色の心理的効果 色の心理と三属性との関係

３－４ 色のしくみ① 三属性とは　/　PCCSについて

５－６ 色のしくみ② トーンとは　/　トーンの領域　/　トーンのイメージ

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－２ オリエンテーション
美容業界と色の重要性・ライフケアカラーとは・色のはたらき

カラーコーディネートとは

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 ライフケアカラー検定【色彩学】テキスト　オンライン模試　

＜授業計画＞ 前　期

担当講師

色彩活用研究所（株）黒川

日本カラーコーディネーター協会認定のカラーリストが、実務経験を活か
し、色彩の基本的な知識や色を見分ける力を養いながら、自身の色彩セ
ンスとイメージに沿った提案力を養う授業を展開していきます。

目的及び概要
色彩の基礎から実践的な応用方法までを学習します。美容業界で求められるカラーコーディネート技術を、カ
ラーワーク実習を通して身につけ、色彩の大切さと楽しさを日々の生活や現場に活かす方法を学んでいきま
す。また、検定受験に向け、適宜問題集、小テスト(解説あり)を実施します。

到達目標 美容業界で求められるカラーコーディネート技術を身に付け衣食住(空間）へと活かせる力を養う

シラバス（授業内容）

科目名 ライフケアカラー検定 S2E

1年単位

２年単位



クラス名

前期 - 後期 - 1年合計単位 -

前期 - 後期 ２　単位 ２年合計単位 ２　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 パーソナルカラー検定 S2E

1年単位

２年単位

担当講師

　黒川裕子

各種専門学校において、色彩検定、パーソナルカラー検定を10年
以上指導。企業様や団体様に向けて、セミナーやイベントなども
多数開催している。

目的及び概要

☆　美容業界で注目されている「パーソナルカラー(似合う色)」について総合的に学習します。
自分の似合う色を確認しながら、自分自身を客観的に捉え自分ブランディングをしていきます。色やパーソナ
ルカラーの基本から取り入れ方まで、カラーワーク、コラージュ作成などの演習を通して身につけ表現力を養
います。
検定対策として、適宜問題集や小テスト（解説あり）を実施し、理解度の確認をしていきます。

到達目標
色彩の基本、パーソナルカラーの技術を身につけ、美容業界で生かせるようになる。
色彩活用パーソナルカラー検定3級取得を目指す。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 色彩活用パーソナルカラー検定公式テキスト3級、公式問題集

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－２
オリエンテーション

色彩の基本①
パーソナルカラーを学ぶ意義

パーソナルカラーとは何か。色の三属性と色相環。カラーワーク

３－４ 色彩の基本② トーン（しくみ、イメージ）

５－６ パーソナルカラーの色分類① パーソナルカラーの色分類、各タイプの色の特徴について①

７－８ パーソナルカラーの色分類② パーソナルカラーの色分類、各タイプの色の特徴について②

９－10 色名・色素とは 色名、色素について

１１－１２ 色素と似合う色の関係① 色素の見方①

１３－１４ 色素と似合う色の関係② 色素の見方②

１５－１６ 色素と似合う色の関係③ 色素の見方③とまとめ（自分の色素について）

１７－１８ 似合う色と似合わない色について 似合う色と似合わない色の見え方、色と光の関係

１９－２０ ドレーピング実習 ドレーピング実習

２１－２２ 似合う色の見え方の理由 対比・同化、面積効果

２３－２４ 似合う色の取入れ方 似合う色の取入れ方、ポイント

２５－２６ 検定対策 期末テスト、検定に向けて総まとめ

２７－２８ 期末テスト 期末テスト

２９－３０ 期末テスト返却・振り返り 返却・振り返り・検定対策

初回持ち物
教材一式全4点（①パーソナルカラー検定公式テキスト3級、②公式問題集
③新配色カード199用演習用台紙（ピンクの袋ごと）、➃新配色カード199）、はさみ＆のり、筆記用具
＊全て使用します！

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 - 後期 - 1年合計単位 -

前期 - 後期 １　単位 ２年合計単位 １　単位

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 ショー対策 S2E

1年単位

２年単位

担当講師

篠あけみ

パリ・コレクションを始め様々なコレクションへ出演。モデルスクー
ルで後進の指導にあたるほか、一般企業向けのファッションショー
のプロデュースや、一般人向けのセミナー等の活動も行っている。

目的及び概要
各会社の中でのイメージアップ
女性としての知識力向上ときれいな立ち振る舞い

到達目標 責任感と達成感

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1

知識
ファッションの成り立ち
きれいに見えて健康的な体の使い方・姿勢等

2

3

4

センス
撮影のためのドレス選び
白物または色物どちらか1点

5

6

7

対応力
ドレス撮影
撮影をする時のきれいに見えるコツなど

8

9

10

状況把握力
椅子の座り方
ジャケット・コートの正しい脱ぎ方・たたみ方
ウォーキング

11

12

13

持続力
筆記試験
実技試験
ウォーキング

14

15

初回持ち物 ノート、ペン

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点



クラス名

前期 １　単位 後期 ２　単位 1年合計単位 ３　単位

前期 １　単位 後期 - ２年合計単位 １　単位

実務経験 -

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト

〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

シラバス（授業内容）

科目名 ビューティプログラム S2D

1年単位

２年単位

担当講師

担当

企業連携

目的及び概要

ホテルにてチャペル・披露宴会場・会場装飾、衣装室を見学

到達目標

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1

2

3

企業連携授業① 挙式、披露宴会場、会場装飾、衣装室見学4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

初回持ち物 筆記用具

生花実習（ブライダルブーケ）企業連携授業②

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

・授業参加意欲 課題・プレゼンテーション（提出物）

点数149点以下
出席率80％以下かつ補講課題未完了・定期試験平均点半分以下

・期末試験未受験・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点


